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【はじめに】近年、ヒトの医療現場でフルオロキノロン(FQ)系薬剤耐性大腸菌の増加が懸念されており、特に食肉を介した伝播の可能性が指摘されている。そこで市販食肉由来FQ耐性大腸菌について詳細な調査を行った。
【材料および方法】材料として、2008年1月から2009年3月に購入した鶏肉29検体、牛肉16検体および豚肉33検体の計78検体を用いた。分離方法はmEC培地で増菌後に、分離培地としてシプロフロキサシン(CPFX)を6.4μg/mL含むDHL培地、セフォタキシム(CTX)を6.4μg/mL含むDHL培地およびDHL培地の3種類を用いた。分離株は血清型別、PCRによる病原因子遺伝子の検索(astA、eae)を実施した。また、KB法によるABPC、SM、TC、CPFX、KM、CTX、CP、SXT、Su、GM、NAおよびFOMの12剤の薬剤感受性試験を実施した。CPFXに耐性を示した55株については、寒天平板希釈法によりCPFX、オフロキサシン(OFLX)、ノルフロキサシン(NFLX)の最小発育阻止濃度(MIC)を測定した。また、gyrAおよびparC遺伝子のシークエンスを行い、キノロン耐性決定領域(QRDR)における変異を調べた。さらに、PCRによる系統発生群分類を行った。
【結果および考察】CPFX耐性株は鶏肉の86.2%(25/29検体)、CTX耐性株は鶏肉の51.7%(15/29検体)から分離されたが、豚肉および牛肉からは分離されなかった。CPFX耐性の55株の薬剤感受性試験では90.9%(50株)が4剤以上に耐性を示し、うち9剤以上に耐性を示す株も18.2%(10株）あった。55株はNAにも耐性で、MICは32μg/mL以上がCPFXは12株、NFLXは48株、OFLXは17株であった。CPFXに対するMICが32μg/mL以上の12株のQRDRにおける変異は、GyrAの83位のSerからLeuへの変異(S83L、以下同様に略)およびD87Nが必ずあり、ParCのS80I+E84Gが3株、S80Iのみが6株およびS80Rのみが3株であった。血清型は複数検体から分離されたのはO78:H9(3検体)およびO159:H28(2検体)で、O78:H9はいずれも耐性パターンが同じで、8剤に耐性を示した。系統発生群分類は、A群が15株、B1群が21株、B2群が1株およびD群が18株で、鶏大腸菌症由来CPFX耐性株を調査した既報告とほぼ同様の結果であった。鶏肉が高度FQ耐性かつ多剤耐性の大腸菌に高率に汚染されていることが明らかとなり、ヒトへの伝播が懸念された。
